
ふれあいトーク記録書 （ 本町（上市場）との意見交換会 ） 

開催日時： 令和２年２月１５日（土） 午前１０時３５分 ～ 午前１１時１０分 

場 所 ： 生涯学習センター研修室２ 

参加人数： ２０人 

次 第 ： １．開会挨拶 議長 梅村 均、  区長 飯田 賢 様より 

２．意見交換 

３．閉会挨拶 副議長 関戸 郁文 

                                            

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

用排水路 

（ヘドロ） 

用排水路の直角に曲がる箇所にヘドロが溜まる。 

夏場は匂うなど困っている。何とかならないか。 

（松月さん西側の直角に曲がるところ） 

用排水路が逆勾配となっているためヘドロが溜まってしま

う現状である。本来、用排水路の清掃は３年に１回となっ

ているが、よくたまる箇所のため、２年に１回以上できる

だけ多く清掃を行っているのが現状である。 

用排水路 

（ヘドロ） 

清掃しても３カ月程で直ぐにヘドロが溜まってしまう。用

水路改修などできないか。できないのなら、もっと多く清

掃してほしい。 

できるのか？出来ないのか？はっきりして欲しい 

⇒渇水期と田植えなど流水期でのヘドロの溜まり方が違

うので確認して欲しい。 

現場を確認させていただく。 

⇒３月上旬に清掃を実施した。 

LED照明 LED照明の間隔が広い箇所がある。 

防犯上危ないのではないか？（農協西側） 

安全安心なまちづくりのため、必要な個所については区長

さんを通じて要望書を提出してもらっている。現場を確認



させていただく。 

⇒区長から要望書を提出して欲しい 

老人クラブ

連合会要望 

老人クラブの行政区ブロック単位で市のバスで研修を行

っている。現在、老人クラブ連合会で年間５回借りられる

ことになっているが、ブロック単位数は２６であるため、

枠を７回～８回程度に増やせないか？バス貸し出しに余

裕はないのか？ 

議会として、実態を調査する。 

老人クラブ連合会としても要望して欲しい 

学校 

学期制度 

岩倉市内の小中学校は、３学期制ではあるが他市町では２

学期制を導入しているところもある。４月からは英語やプ

ログラミングの授業も始まり、授業数も過密になるため、

２学期制にできないか。メリット・デメリットも考慮して、

子どもたちにとって、ゆとりのあるような授業にしてほし

い。 

・他市でも２学期制が導入されていることは承知している。 

議会において、議論する必要がある。 

・犬山市・扶桑町でも２学期制を導入している。メリット・

デメリットを考慮し、現場の声を聴きながら研究していき

たい。 

避難所の 

看板 

（マーク） 

小学校などの避難所の看板（マーク）が古いままである。 

他市町では新しい避難所マークに変更しているが、岩倉市

では古いままである。変更する予定はないのか。 

新しくする予定を聞いていないため、確認する。 

ゴミ屋敷 町内に外国人の方が集めているゴミ屋敷がある。警察の方

も指導しているが、どうにかならないか。 

⇒児童の通学路であり、地震等で崩れたら危険ではない

か。 

・行政としても指導している。再度、議会として担当課・担

当者に伝え、申し入れする。 

・予防的な措置としても、申し入れる。 

U字溝清掃 （上市場区内南北の県道部における U字溝清掃） 

蓋上げ道具を貸すので清掃して欲しいといわれるが、高齢

者では扱いづらく、町内で一斉清掃ができない現状であ

る。何とかならないか。 

・議会として担当課・担当者に伝え、申し入れる。 

・交通量の多い箇所や余りにもヘドロが溜まり過ぎてしま

った個所については、区長さんを通じて要望していただけ

れば、必ず、担当職員が現場調査して判断していただける。 



⇒職員の方が蓋上げ道具で蓋を上げてもらい、市民が側溝

を清掃する協働のような形にならないのか。 

空き家対策 空き家が増えている。空き家があると雑草が生えたりして

危険である。新溝神社北側にも危険な空き家がある。どう

にかならないか。 

・空き家解体費として、６０万円／件の補助がある。 

・特定空き家対象となっているものは、行政として指導し 

ている。 

・他市町では、空き家解体の行政代執行の権限がある自治 

体もあるが、費用負担の課題がある。 

 


